
場
所
＝
▼
パ
ナ
ソ
ニ
ッ
ク

エ
ナ
ジ
ー
社
（
大
阪
府
守
口

市
）
▼
大
阪
市
立
環
境
学
習

セ
ン
タ
ー
「
生
き
生
き
地
球

館
」（
大
阪
府
大
阪
市
）

対
象
＝
市
内
に
在
住
・
通

勤
・
通
学
す
る
人

小
学
生
は
保
護
者
同
伴
で

申
し
込
ん
で
く
だ
さ
い
。

内
容
＝
電
池
作
り
・
環
境

学
習汚

れ
て
も
構
わ
な
い
服
装

で
参
加
し
て
く
だ
さ
い
。

持
ち
物
＝
ウ
ェ
ッ
ト

テ
ィ
ッ
シ
ュ
・
タ
オ
ル
・
昼

食
・
水
筒

昼
食
は
、
現
地
で
購
入
い

た
だ
い
て
も
構
い
ま
せ
ん
。

募
集
人
数
＝
先
着
４０
人

参
加
費
＝
５
０
０
円

日
時
＝
８
月
２０
日
㈪
午
前

１０
時
～
午
後
３
時

場
所
＝
同
志
社
大
学
京
田

辺
校
地

対
象
＝
市
内
に
在
住
・
通

学
す
る
小
・
中
学
生
と
保
護

者
内
容
＝
▼
環
境
オ
リ
エ
ン

テ
ー
リ
ン
グ
▼
環
境
ク
イ
ズ

ラ
リ
ー
▼
ジ
ブ
リ
で
学
ぶ
環

境
教
室
▼
牛
乳
パ
ッ
ク
を

使
っ
た
紙
す
き

講
師
＝
同
志
社
大
学
の
環

境
系
サ
ー
ク
ル
「
ｅ
︲
ｃ
ｙ

ｃ
ｌ
ｅ
」
の
学
生

持
ち
物
＝
雑
巾
・
空
ペ
ッ

ト
ボ
ト
ル
（
５
０
０
㎖
）
人

数
分
・
昼
食
・
水
筒

大
学
の
施
設
で
食
事
を
す

る
こ
と
も
で
き
ま
す
。

募
集
人
数
＝
先
着
４０
組

参
加
費
＝
無
料

日
時
＝
８
月
２８
日
㈫
午
前

９
時
～
午
後
４
時

【作り方】
①鍋にわらびもち粉・

砂糖・シナモン・牛乳
を入れて溶かし、火に
掛けて、木じゃくしで
かき混ぜながら固まる
まで加熱する。

②❶を水にぬらした
流し箱に入れて表面を
平らにし、流し箱ごと
水につけて冷ます。

③冷めたら箱から取
り出し、1.5cm 角ぐらい
の食べやすい大きさに
切り、きな粉をまぶす。

※食べる少し前に冷
蔵庫で冷やすとおいし
くいただけます。

流し箱に移し替えずに、鍋のまま上から水をかけて冷
ますこともできます。洗い物も少なく簡単にできます。
【問合せ先】
健康推進課（☎ 64-1335）

＜ 4＞＜ 5＞ 平成24年（2012年）8月1日

市は、健康の秘訣を学ぶ「プラ
ンニング YourLife ～健康な未来
のために～」の参加者を募集しま
す。
日時・場所など＝右表のとおり
対象＝市内に在住する 20 ～ 40

歳代で、3 回以上参加できる人
定員＝先着 35 人
参加費＝無料
申込方法＝電話で申し込んでく

ださい
保育（生後 6 カ月から就学前ま

で。各日先着 25 人）を希望する
人は、申し込み時にお知らせくだ
さい。
申込期間＝ 8 月 6 日㈪～ 24 日㈮
申込・問合せ先＝健康推進課（☎

64-1335）

㈶
自
転
車
駐
車
場
整
備
セ
ン
タ
ー
は
、

Ｊ
Ｒ
京
田
辺
駅
の
東
側
に
有
料
自
転
車
駐

車
場
（
駐
輪
場
）
を
オ
ー
プ
ン
し
ま
し
た

（
＝
左
図
）。
同
駅
西
側
の
駐
輪
場
と
合
わ

せ
る
と
、
収
容
台
数
７
５
０
台
と
駐
輪
ス

ペ
ー
ス
が
広
く
な
り
ま
し
た
。
こ
の
こ
と

で
、
放
置
自
転
車
の
防
止
に
つ
な
が
り
、

美
し
く
安
全
な
歩
行
空
間
と
な
り
ま
す
。

収
容
台
数
＝
▼
第
１
駐
車
場
…
自
転
車

１
０
０
台
▼
第
２
駐
車
場
…
自
転
車
１
０
０

台
・
５０
㏄
以
下
の
ミ
ニ
バ
イ
ク
５０
台

一
時
利
用
料
金
＝
▼
自
転
車
…
１
０
０
円

▼
５０
㏄
以
下
の
ミ
ニ
バ
イ
ク
…
１
５
０
円

問
合
せ
先
＝
▼
安
心
ま
ち
づ
く
り
室

（
☎
６４
・
１
３
０
７
）
▼
京
田
辺
駅
自
転
車

等
駐
車
場
管
理
室
（
☎
６５
・
１
２
２
４
）

わ
が
ま
ち
“
京
た
な
べ
”
を
美
し
く
す
る
会
は
、

親
子
環
境
教
室
と
環
境
問
題
に
取
り
組
ん
で
い
る
施
設
・

事
業
所
の
見
学
会
を
開
き
ま
す
。

い
ず
れ
も
８
月
２
日
㈭
か
ら
電
話
で
受
け
付
け
ま
す
。

申
込
・
問
合
せ
先
＝
わ
が
ま
ち
“
京
た
な
べ
”

を
美
し
く
す
る
会
事
務
局
（
市
民
参
画
課
内
、
☎
６４
・

１
３
１
４
）

北部まつり実行委員会
は、吹奏楽やバンド演奏を
聴きながら、夏の夕暮れを
楽しむ北部夏祭りを開きま
す。

大住中学校で、さわやか
な演奏を聞きながら夕涼み
を楽しみませんか。
日時＝ 8 月 26 日㈰午後

5 時 30 分から
場所＝大住中学校グラウ

ンド
雨天の場合は同校体育館

で行います。
内容＝▼夕涼みコンサー

ト（大住シンフォニックバ
ンド・KCB・大住中学校
吹奏楽部・桃園ジュニアバ
ンド）▼ビンゴゲーム▼模
擬店など
問合せ先＝北部住民セン

ター（☎ 63-7955）

児童虐待は、子どもに対する著しい人権
侵害です。親や保護者が「しつけ」と思っ
ている行為も、子どもの心身を傷つけるも
のであれば、それは「虐待」です。
■児童虐待とは
保護者が、子どもの心や体を傷つけ、健

やかな成長や人格形成に重大な影響を与え
る行為をいいます。虐待の種類は 4 つに分
けられ、重複して起こっています（＝右図）。

■児童虐待かな？と思ったら相談を
あなたからの連絡が、子どもを虐待から

守るための大きな一歩となります。「気に
なる親子だな」「虐待を受けている子ども
かな」「子育てに悩んでいる」と感じたと
きは、すぐに連絡してください。
相談 ･ 連絡先＝▼京田辺市家庭児童
相談室（月～金曜日、午前 9 時～午後 4
時）…☎ 64-1309、メールアドレス jido@
kyotanabe.jp▼府宇治児童相談所（緊急時、
夜間 ･休日対応）…☎ 44-3340

通報は匿名で構いません。秘密は厳守し
ます。情報が誤っていた場合も罰せられる
ことはありません。
問合せ先＝こども福祉課（☎ 64-1377）

市
は
、
正
し
い
ブ
ラ
ッ
シ
ン

グ
方
法
を
学
び
、
歯
と
口
の
健

康
を
守
る
た
め
、
歯
の
ひ
ろ
ば

を
開
き
ま
す
。

「
か
ら
だ
の
健
康
は
お
口
か

ら
」
と
い
わ
れ
る
よ
う
に
、
歯

周
病
・
虫
歯
な
ど
が
あ
る
と
、

歯
だ
け
で
な
く
身
体
の
健
康
に

も
悪
い
影
響
を
与
え
ま
す
。

ま
た
、
人
と
人
と
の
コ
ミ
ュ

ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
で
も
、
歯
は
印

象
を
左
右
す
る
大
切
な
も
の
で

す
。
歯
と
口
の
こ
と
を
も
っ
と

よ
く
知
り
た
い
人
や
相
談
の
あ

る
人
な
ど
、
気
軽
に
ご
来
場
く

だ
さ
い
。

日
に
ち
＝
９
月
９
日
㈰

時
間
＝
午
前
１０
時
～
午
後
２
時

場
所
＝
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ホ
ー
ル

駐
車
場
に
限
り
が
あ
り
ま
す

の
で
、
公
共
交
通
機
関
を
ご
利

用
く
だ
さ
い
。

内
容
＝
歯
科
検
診
・
相
談
、

歯
磨
き
指
導
、
フ
ッ
素
塗
布
、
パ

ネ
ル
お
よ
び
幼
児
の
絵
画
の
展

示
、
喫
煙
対
策
コ
ー
ナ
ー
な
ど

参
加
費
＝
無
料

問
合
せ
先
＝
健
康
推
進
課

（
☎
６４
・
１
３
３
５
）

市とエコパークかんなびは、「もったい
ない」をテーマにしたポスターの入選作品
100 点を展示します。

市内小学校 4 年生を対象に募集した作
品。子どもたちの作ったポスターから、も
う一度、環境問題を見直してみませんか。
日にち＝ 8 月 6 日㈪～ 10 日㈮
時間＝午前 9 時 30 分～午後 3 時 30 分
場所＝環境衛生センター甘南備園リサイ

クルプラザ
問合せ先＝京たなべエコパークかんなび

（☎ 27-5839）

日差しが厳しく夏バテなどで食欲がなくなりがちな季
節にぴったりの、冷たく食べやすいおやつです。京都土
産の定番「八つ橋」や漢方薬としても使用されているシ
ナモンの風味。また、牛乳を使うので栄養価が高く、お
いしくいただけます。

市
は
、
家
事
な
ど
を
学
ぶ
「
は
じ
め
て
の
ラ
イ
フ

デ
ザ
イ
ン
～
中
高
生
の
み
ん
な
で
ワ
イ
ワ
イ
ワ
ー
ク

シ
ョ
ッ
プ
～
」
を
開
き
ま
す
。

日
時
・
テ
ー
マ
＝
▼
８
月
１８
日
㈯
午
前
９
時
～
正
午
・

家
事
っ
て
ど
ん
な
も
の
が
あ
る
？
な
ど
▼
８
月
２３
日
㈭

午
前
９
時
～
正
午
・
理
想
の
家
事
分
担
に
す
る
た
め
に

は
、
お
家
に
ど
ん
な
工
夫
が
必
要
？
▼
８
月
２３
日
㈭
午

後
１
時
～
５
時
・
デ
ザ
イ
ン
し
よ
う

場
所
＝
社
会
福
祉
セ
ン
タ
ー

対
象
＝
市
内
に
在
住
・
通
学
す
る
中
学
・
高
校
生
で

原
則
３
回
参
加
で
き
る
人

講
師
＝
平
安
女
学
院
大
学
子
ど
も
学
部
子
ど
も
学
科

の
松
本
歩
子
さ
ん

持
ち
物
＝
筆
記
用
具
・
水
筒
。
８
月
２３
日
㈭
は
昼
食

が
必
要
で
す

定
員
＝
先
着
２０
人

参
加
費
＝
無
料

申
込
方
法
＝
８
月
１０
日
㈮
ま
で
に
電
話
で
申
し
込
ん

で
く
だ
さ
い

申
込
・
問
合
せ
先
＝
市
民
参
画
課
（
☎
６４
・

１
３
１
４ 

）

市
立
幼
稚
園
や
小
・
中
学

校
の
授
業
、
国
際
交
流
の
イ

ベ
ン
ト
な
ど
で
市
民
の
み
な

さ
ん
に
親
し
ま
れ
て
い
た
国

際
交
流
員（
Ｃ
Ｉ
Ｒ
）の
コ
ー

プ
ル
マ
ン
・
ニ
ッ
キ
ー
さ
ん

や
、
英
語
指
導
助
手
（
Ａ
Ｅ

Ｔ
）
の
ロ
ゴ
セ
テ
ィ
ス
・
ニ

コ
ラ
ス
さ
ん
、
マ
ー
フ
ァ
ー

ズ
・
マ
リ
ア
さ
ん
が
雇
用
期

間
満
了
で
、
７
月
に
退
職
し

ま
し
た
。

「
自
分
で
企
画
し
た
親
子

料
理
教
室
が
一
番
楽
し
か
っ

た
」
と
話
す
ニ
ッ
キ
ー
さ

ん
。
昨
年
８
月
か
ら
１
年

間
、
Ｃ
Ｉ
Ｒ
と
し
て
活
躍
さ

れ
ま
し
た
。
ま
た
、「
京
田

辺
の
子
ど
も
た
ち
は
か
わ
い

か
っ
た
。
離
れ
る
の
が
寂
し

い
」
と
振
り
返
る
ニ
コ
ラ
ス

さ
ん
と
マ
リ
ア
さ
ん
。
子
ど

も
た
ち
が
用
意
し
た
お
別
れ

メ
ッ
セ
ー
ジ
を
も
ら
い
、
別

れ
を
悲
し
ん
で
い
る
よ
う
で

し
た
。

３
人
は
「
京
田
辺
の
み
な

さ
ん
に
優
し
く
迎
え
て
も

ら
っ
た
こ
と
が
忘
れ
ら
れ
な

い
。
帰
国
し
た
ら
同
じ
よ
う

に
外
国
人
に
接
し
た
い
」
と

話
し
て
く
れ
ま
し
た
。

ま
た
、
８
月
か
ら
は
後
任

の
Ｃ
Ｉ
Ｒ
と
Ａ
Ｅ
Ｔ
が
着
任

し
ま
す
。
温
か
く
迎
え
て
く

だ
さ
い
。

歯科衛生士に磨き具合をチェッ
クしてもらいませんか

子どもたちの思いを込めた作品が並びます

右
か
ら
コ
ー
プ
ル
マ
ン
・
ニ
ッ
キ
ー
さ
ん
、

ロ
ゴ
セ
テ
ィ
ス
・
ニ
コ
ラ
ス
さ
ん
、
マ
ー

フ
ァ
ー
ズ
・
マ
リ
ア
さ
ん

7 月 23 日・24 日、戦争の悲惨さ・
平和の尊さを若い世代に知ってもらう
ため、小・中学生 31 人が広島市の平
和記念公園などを訪問する「平和を考
える小・中学生ひろしま訪問事業」が
行われました。

23 日早朝、一行はバスで出発。国
立広島原爆死没者追悼平和祈念館を見
学後、宿舎でのミーティングで一人ひ
とり平和へのメッセージを短冊に寄
せ、折り鶴の束に。

次の日、広島平和記念公園の原爆の
子の像へ、自分たちで折った折り鶴

1,000 羽に普賢寺小学校の友達から預
かった 1,500 羽を加え、捧げました。

また、原爆死没者慰霊碑に献花した
後、広島平和記念資料館では、同館講
師の岡田恵美子さんによる被爆体験を
交えた講演を受けました。

「戦争はどんな怖さか知りませんで
した」と話していた德廣優子さん（12）
は、「広島市を訪問し、戦争の怖さ・
恐ろしさを知りました。私たちが当た
り前だと思っていたことが、当たり前
じゃないことに、とってもびっくりし
ました」と話してくれました。

原爆の子の像へ折り鶴を捧げる
子どもたち


